
非加熱血液凝固因子製剤による薬害患者さんを
対象とした総合的健康把握事業のご案内

非加熱血液凝固因子製剤によるヒト免疫不全ウイルス（Human Immunodeficiency Virus︓HIV）の
感染が明らかになってから40年余りがたちました。感染された方の年齢があがるに従い、「がん」や
「生活習慣病」への対策が課題となってきました。
国立病院機構大阪医療センターでは、通院中の薬害患者さんの総合的な健康把握につとめてきました

が、この度全国の薬害患者さんに「総合的健康把握事業」を受診いただける体制を整えましたので、
ご案内いたします。
関係するすべての診療科、専門の薬剤師・看護師、臨床心理士から栄養士と、多職種が一つのチーム

として、皆さんの健康状態を診てまいります。内容をお読みになって、受診を希望される場合、遠慮なく
ご連絡ください。



まずは大阪医療センターにお電話いただき、交換手からHIV地域医療支援室の
東 (ひがし)看護師か、医療ソーシャルワーカーの岡本につないでもらってください。
電話番号︓06-6942-1331（土・日・祝祭日・年末年始を除く 9:00 ～ 16:00 ）
※ 当院までの交通費に関しては、 HIV地域医療支援室の看護師もしくはソーシャル
ワーカーへ一度ご相談ください。

日本全国からの申し込みを受け付けますが、他のブロック拠点病院でも
同様の健診を実施しています。健診は継続することが大切です。
最寄りのブロック拠点病院での健診もご検討ください。

非加熱製剤によるHIV感染薬害患者さんで、大阪医療センターでの健診を希望される方へ

申し込みが終わりましたら、患者さんとリモートか、
お電話で打ち合わせをいたします。（パソコンか、
スマートフォンがあれば、リモートで面談可能です。）
・健診の日程を調整します。
費用に関しては心配なさらず、まずはご連絡ください。

・現在の診療状況（服薬内容、血友病の治療など）を確認します。
・かかりつけ医とは密に連携をとり、ご説明いたします。かかりつけ医の通常診療以外の健康診断を
担当させていただき、健診結果をかかりつけ医にご報告いたします。

・健診では上部消化管内視鏡検査、大腸内視鏡を予定していますが、直近で施行されておられるよう
なら、今回は施行しません。

・困っておられること、悩んでおられることがありましたら、事前に医療ソーシャルワーカーや臨床
心理士が個別でリモート面談いたしますので、ご遠慮なく申し出てください。

患者さん センター
大阪医療

申し込みから 入院まで



入院初日（日曜日）

血液・尿検査、心電図、Ｘ線検査などの一般検査を行います。

入院２日目（月曜日）

大腸内視鏡検査

上部消化管内視鏡検査

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★一般検査

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★消化管検査

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★多部門との連携

入院２日目（月曜日）に大腸内視鏡を予定しています。入院後は「注腸食」と言って、低残渣・低脂肪の食
事を摂っていただきます。寝る前には下剤を内服してください（大腸内視鏡検査の予定がない方は普通の
お食事を摂っていただきます）。

薬剤師との面談、栄養士との栄養相談、必要でしたら臨床心理士による心理検査・面談など適宜時間を
調整いたします。口腔ケアの指導もあります。利用できる制度も医療ソーシャルワーカーが確認させてい
ただきます。

下剤によって腸の中に空っぽにしてか
ら、大腸内視鏡検査と上部消化管内視鏡検
査を行います。鎮静剤をつかって、苦痛なく
検査が受けられるようにします。生検やポ
リープ切除など出血を伴う場合、血友病科
と連携して、対応します。



本事業は、国立病院機構大阪医療センターとしての責務だけでなく、厚生労働行政推進調査
事業費（エイズ対策政策研究事業）非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染者に合併する
悪性腫瘍の制御を目指した研究（研究代表者、四柳宏東京大学教授）の一環としても実施し
ています。同研究班は、情報サイトを立ち上げていますので、ご参考にしてください。
https://square.umin.ac.jp/kenko/
2023年1月より運用を開始しております。当初は試行錯誤もございましたが、安定した運用
に努めてまいりますので、ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。

入院３日目（火曜日）

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★肝健診

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★血友病科、循環器内科の診察

入院４日目（水曜日）

薬害の患者さんはＣ型肝炎ウ
イルスにも感染されていたこと
が多く、肝がん発症のリスクが
高いので、腹部エコー検査を行
います。肝臓専門医が造影ＣＴ
も必要と判断した場合は翌日に
肝ダイナミックＣＴを撮影しま
す。

国立病院機構大阪医療センターは日本で唯一、血友病科があります。専門医の診察を受ける絶好の機会で
す。また、動脈硬化など生活習慣病が潜在的に進行している可能性もあります。循環器内科専門医の診察
を受けて、必要な検査があれば、可能な限り入院期間内に調整いたします。
※入院３日目以外の日に、受診いただくかもしれません。

追加の診察、検査があるかもしれませんが、なければ退院日となります。お疲れ様でした。結果は退院ま
でに、ご説明します。一部、結果の判明に時間がかかるものは、後日ご自宅に郵送いたします。かかりつけ
の先生にも報告書を郵送いたします。

腹部エコー検査

ＣＴ検査


	薬害検診事業A4＿2025-最終原稿 1
	薬害検診事業A4＿2025-最終原稿 2
	薬害検診事業A4＿2025-最終原稿 3
	薬害検診事業A4＿2025-最終原稿 4

